
　（別紙４-２） 事業所名 グループホームひだまり

作成日：　平成　２３年　　９月　２９日

優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標 目標達成に向けた具体的な取り組み内容
目標達成に
要する期間

1 35

昨年の評価後、火災時の避難訓練に運営推進会
議の委員に参加して頂き現状を確認して頂き、具
体策の提案がなされ、地域との協力体制が一歩
進んではいるが、他災害に関しては、震災後話題
に上ったものの具体策の提案はなされていない。

自然災害（地震）に対する対応を話し合い周知
する。

①想定される地震時の対応の確認と周知を
行う。
②特に水道・電気等が止まった場合の状況確認
や対応策をあらかじめ話し合い備える。

1年間

2 2

利用者様が入居以前と同じように、なじみの風景
の中で暮らせるように、地域の行事に参加する
等、少しずつ関係づくりを進めているが、まだまだ
足りない。さらに連携の強化に努め協力関係を築
いて行きたい。

地域との連携を強化する。

①運営推進委員の方を中心に隣接する町内会と
なじみの関係を築いて行く。
→町内会行事への参加
→施設行事へのお誘い
→防災訓練のお知らせと災害時の協力の依頼

1年間

3 33

法人主催の看取りの研修会に、職員が参加する
等は行ったが、初期からの家族等の意見聴取や
職員の意識統一や勉強会の開催等具体的な取り
組みは、不足している。

職員の意識や知識等を高める。

①当事業所で実現可能な看取りについて話合い
職員の意識を統一する。
②看取りに関する研修会に職員が参加し、勉強会
で報告、実現に向けての話し合いを進める事が出
来る。

1年間

4

5

注１）項目番号欄には、自己評価項目の番号を記入して下さい。
注２）項目数が足りない場合は、行を追加して下さい。

　　　　　　　　　　　　目標達成計画

【目標達成計画】　

平成23年度　社会福祉法人　北海道社会福祉協議会


